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 気候変動・水循環の理解を促進する、様々な地球物理量の
全球・長期継続的な観測実証。

 中型地球観測衛星2機×3世代継続運用による10～15年
間の継続観測。
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観測装置 高性能マイクロ波放射計2（AMSR2）

軌道

太陽同期軌道
高度：699.6km (赤道上)
軌道傾斜角: 98.2度
観測地方太陽時: 13:30+/-15分

サイズ 5.1m (X) * 17.5m (Y) * 3.4m (Z) (軌道上)

質量 1991kg

発生電力 3880W以上 (EOL)

打上 2012年5月18日

ミッション期間 5年

GCOM-W1 (Water)
観測装置 可視赤外放射計（SGLI）

Orbit

太陽同期軌道
高度：798km (赤道上)
軌道傾斜角: 98.6度
観測地方太陽時: 10:30+/- 15分

サイズ 4.6m (X) * 16.3m (Y) * 2.8m (Z) (軌道上)

質量 2093kg

発生電力 4000W以上 (EOL)

打上 2015年度 (TBD)

ミッション期間 5年

GCOM-C1 (Climate)

「しずく」
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GCOM-W1

8



Aqua搭載AMSR-E、およびADEOS-II
搭載AMSR2の後継センサ
開口径2.0mの展開型アンテナ（AMSR-

Eは1.6m）による高分解能化
AMSR-E周波数帯の継承、人工電波干
渉軽減を目的とした7.3GHz帯の搭載

高温校正源等の改善によるデータ校正
精度の向上

モーメンタムホイールの冗長系追加によ
る信頼性の向上

AMSR2観測諸元

走査方式 コニカル走査（40 rpm）

アンテナ オフセットパラボラ（2.0m）

走査幅 1450km (実効1600km以上)

入射角 公称55度

量子化ビット数 12ビット

観測レンジ 2.7-340K

偏波 水平および垂直

AMSR2 Channel Set

中心周
波数

[GHz]
帯域幅
[MHz] 偏波

ビーム幅 [deg]
(地上分解能[km])

サンプリン
グ間隔
[km]

6.925/
7.3 350

垂直
・

水平

1.8 (35 x 62)

10
10.65 100 1.2 (24 x 42)
18.7 200 0.65 (14 x 22)
23.8 400 0.75 (15 x 26)
36.5 1000 0.35 (7 x 12)
89.0 3000 0.15 (3 x 5) 5
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 マイクロ波

◦ AMSR2はマイクロ波と呼ばれる波長

帯の電波を観測。人間活動で広く利用
されている周波数帯。

 電波の利用例

◦ 500～1600kHz
◦ VHF, UHF, SHF
◦ 800 MHz, 2 GHz
◦ 2.4, 5 GHz
◦ 2.45 GHz
◦ 12 GHzChart from “A First Course in Atmospheric Radiation”

AMSR2周波数帯：6.9～89GHz

：AMラジオ

：FMラジオ・TV
：携帯電話

：ワイヤレスLAN
：電子レンジ

：衛星放送
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 ある程度物体を透過する

◦ 雲があってもその下の地球表面を
観測できる。

◦ 途中を邪魔している雲や大気の情
報も知ることができる。

 太陽光が不要

◦ 昼夜や季節に関わらず頻繁に観測
することができる。

 水に対する感度

◦ 水の有無やその状態に敏感に反
応する。

可視光

電波
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23.8 GHz 垂直偏波輝度温度
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海域

89BH89BV89AH89AV36H36V23H23V18H18V10H

陸域

降水域

10V7H7V6H6V
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(注) 海面水温・海上風速については、大気成分を考慮せず海表

面放射分のみで計算。積算水蒸気量・雲水量については、自身
以外の大気成分の寄与を無視して計算。よって、図には60GHz
周辺の酸素吸収帯の寄与なども現れていない。入射角は55度
の場合。

海洋上物理量の相対感度(注)（1Kの輝度温度変化に対応する物理量変化幅を1～
100GHzで求め、その最大値で規格化したもの）表す模式図。AMSR2の周波数帯を水
色で、プロダクト導出で用いられる周波数帯を丸印で表す（●は最重要の周波数帯）。

積算水蒸気量

積算雲水量

降水量

海面水温

海上風速

海氷密接度

積雪量

土壌水分量

6.9GHz
10.65GHz

18.7GHz
23.8GHz

36.5GHz 89.0GHz

周波数 [GHz]

相
対
感
度

海上風速

積算水蒸気量

積算雲水量

海面水温
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水蒸気量

積雪量

土壌水分

降水量

海面水温

海上風速

海氷密接度

雲水量
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海面水温

積算水蒸気量 積算雲水量

海上風速

月平均（2012年7月15日～8月14日） 18



観測装置 高性能マイクロ波放射計2（AMSR2）

軌道

太陽同期軌道
高度：699.6km (赤道上)
軌道傾斜角: 98.2度
観測地方太陽時: 13:30+/-15分

サイズ 5.1m (X) * 17.5m (Y) * 3.4m (Z) (軌道上)

質量 1991kg

発生電力 3880W以上 (EOL)

打上 2012年5月18日

ミッション期間 5年

GCOM-W1 (Water)
観測装置 可視赤外放射計（SGLI）

Orbit

太陽同期軌道
高度：798km (赤道上)
軌道傾斜角: 98.6度
観測地方太陽時: 10:30+/- 15分

サイズ 4.6m (X) * 16.3m (Y) * 2.8m (Z) (軌道上)

質量 2093kg

発生電力 4000W以上 (EOL)

打上 2015年度 (TBD)

ミッション期間 5年

GCOM-C1 (Climate)
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GCOM-C観測

陸域植生と海洋クロロフィルa濃度 海面および地表面温度

表面反射率・土地被覆 光合成有効放射量

雲分布と特性

エアロゾル量と特性

SGLI可視域の1日の観測範囲
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① GCOM-C: エアロゾル、雲、生態系、二酸化炭素吸収・放出の水平分布観測

② GCOM-W: 雪氷分布、水蒸気、海面水温等の水循環観測

③ GOSAT: 二酸化炭素、メタン等の温室効果ガスの分布とフラックス観測

④ EarthCARE/CPR: 雲・エアロゾルの鉛直分布観測

⑤ GPM/DPR: 正確かつ高頻度の降水観測、降水の鉛直分布観測

⑥ ALOS-2,3: 合成開口レーダおよび光学センサによる高分解能観測

⑦ ISS/JEM: 新規ミッション実証 (e.g., SMILES, GLISM, etc.)
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